
、.

故
櫨
考
に
は
、
竹
，
橋
領
山
に
千
歩
北
川
の一
中
地
が
あ

っ
て
、
里
人
之
を
城
山
と
い
ふ
と
記
し
て
ゐ
る
。

h
F
ケ
ノ
プ
ヤ
ス
武
信

橡

泌

m
m郎
左
術
門
。

矢
孤
左
衛
門
は
成
樹
問
中
前
の
民
力
で
あ
っ
た
。
信

抽出
、
貸
出
町
六
年
新
指
治
相
同
役
と
な
り
、
明
和
六
年
新

知
百
五
十
石
を
得
て
組
外
に
列
L
、
天
明
日
札
年
大
小

将
組
に
判
じ
、
立
政
九
年
六
且
」l
八
日
七
十
以
を
以

て
放
し
た
。

h
F
ケ
ノ
ブ
ヨ
シ
武
信
好

通

ma以右
衛
門
・
市
郎

左
衛
門
。
注
政
九
年
謎
父
開
郎
左
衛
門
信
抽
出
の
也
知

百
五
十
石
な
受
け
、
大
小
抑
制
に
列
L
、
御
科
物
時中

行
と
な
り
、
次
い
で
五
十
布
を
哨

L
、
文
政
九
年
限

院
し
た
。

タ
ケ
ノ
ポ
ウ
竹
の
坊

金
仰
の
倒
的
。
天
明
四

年
治
の
玄
化
堂
前
尺
と
制
邸
へ
て
他
殺
に
泌
び
、
能

回RH
記
の
一
告
が
あ
り
、
見
政
二
年
に
ち
か
ら
紋
と
凶

す
る
俳
邸
が
あ
る
。
竹
の
妨
の
日
は
泌
肝
川
の
陥
と

あ
る
。
間
一
見
の
杭
を
汲
む
も
の
で
あ
る
外
、
米
だ
凶

阪
を
砕
か
に
せ
ぬ
。

ダ
ケ
ノ
ξ
ネ

出
掛
ノ
峰
能
史
抑
制
子
治
水
郎
新

の
京
に
あ
る
山
。
お
さ
五

O
六
米
。
地
劉
第
三
紀
M

問。

h
F
ケ
ノ
ヤ
チ
ガ
ハ
竹
ノ
谷
内
川

胤
品
川
矢
川

筒
た
け
の
谷
内
か
ら
続
出
し
、
日
釦
で
大
初日
川
と古川

合
ふ
。
統
棋
問
粁
詐
。

タ
ケ
ハ
ラ
竹
原

日
付
臥
荒
川
秘
的
郷
に
邸

ず
る
押
印
即
日
。
明
治
八
年
十
Hn
に
主
り
、
太
川
川
と
合

併
し
て
竹
太
と
改
抑
制
し
た
。

生
ケ
ハ
ラ
ザ
キ
竹
原
崎
刑
制
咋
川
得
川
保
に
あ

っ
た
地
名
。
総
武
二
年
七
N
n
十
四
日
沙
揃
成
光
利
mu

に
、『
部
被
後
家
分
間
山
鮒

m。
一
所
能
殺
凶
云

々
、

一

郎
問
凶
得

m保
内
山
口
町
政
門

m獄
段
在
所
柄
川以
附
助

次
郎
入
治
組
内
家
在
之
。
』
と
見
え
る
。

タ
ケ
ベ
武
部

腿
九
州
制
洩
引
正
に
凶
す
る
m
wm
。

h
M
ケ
ベ
リ
ュ
ウ
シ
ン
武
部

柳

新

初
め
御
茶
堂

妨
生
と
な
b
、
日
千
保
三
年
同
小
限
前
と
し
て
四
十
依

=
人
扶
持
を
受
け
、
九
年
小
聞
に
池
ん
で
一
泊
十
依
と

能
積
名
跡
志
に
、『
武
部
村
に
民
俗
氏
十
村
役
あ
り
。
』

と
あ
る
。
文
政
元
年
こ
の
村
の
古
加
を
波
銅
し
て
、

古
級
一
而
・小
万
一

・王

一
を
納
め
た
航
を
得
た
。
鋭

の銅山
六
縦
六
、
二
，
宮
制
限
の
家
に
之
を

磁
す
る
と

L
」。

h
F
ケ
ベ
ウ
マ
ノ
ジ
ヨ
ウ
武
部
右
馬
允

越
後
の

子
。
前
川
利
判
的
に
仕

へ
て
五
百
石
を
制
し
た
。
五
代

四
郎
兵
衛
正
閉
山
に
京
り
、
安
永一
元
年
能
州
都
恐
行
勤

務
巾
一千
念
の
閉
山
あ
る
を
以
て
知
行
を
召
放
さ
札
た
。

タ
ケ
ベ
エ
チ
ゴ
武
部
越
後

前
旧
利
家
に
仕
へ
、

五
引
石
を
鎖
し
た
が
、
後
に
浪
人
と
な
っ
た
。

h
F
ケ
ベ
キ
ユ
ウ
ザ
エ
モ
ン
武
部
久
左
衛
門

4

Y

マ
パ
ラ
ノ
ラ
ン
白
川
阪
の
乱
。

h
F
ケ
ベ
ヲ
ニ
ノ
リ
武
部
邦
敬

泊
朝
榊
右
門
。
新

橋
よ
り
起
。
、
御
側
小
将
拠
小
怖
に
任
じ
、
貨同山

J1三
年
謎
矢
治
部
丞
邦
治
の
刷
副
知
百
三
十
石
を
裂
い

だ
が
、
明
和
三
年
七
月
出
を
得
て
一
知
預
と
な
り
、

八
且
王
介
主
投
に
預
付
ら
れ
、
四
年
八
且
辺
ケ
山
に

抗
さ
れ
た
。
後
安
永
中
日
比
肋
御
苑
に
な
っ
た
が
、
同

八
年
間
↑
押
し
た
。

h
R

ケ
ベ
ジ
ン
ジ
ヤ
健
郡
神
社
胤
応
酬
州
武
郎
に

銀
座
す
る
。
式
内
等
街
耐
犯
に
、『
他
部
品
川
制
。
朝
日

庄
内
武
郎
村
銀
座
。
祭
前
日
木
武
館
。
今

mz牛
間

宮
。
俗
一古
議
問
問
榊
。
一
自
社
也
。
』
と
あ
る
。

h
F
ケ
ベ
モ
ロ
ズ
ミ
武
部
師
澄

能

脅
誌
に
、
久

安
・仁川
T

の
頃
七
地
域
に
武
綿
判
官
剛
被
が
代
官
と

し
て
居
。
し
た
と
い
ひ
、
越
管
到
三
州
芯
市
刑
制
凶
紙
同
比

に
、
康
治
又
は
文
治
の
頃
武
部
判
官
制
滋
が
能
回
R

の

凶
司
で
あ
っ
た
と
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
附
滋
は
仙

に
所
見
が
な
い
。

タ
ケ

五

....... ，、

h
F
ケ
マ
ツ
竹
松

石
川
郡
山
鳥
郷
に
邸
ず
る
部

町
問
。
元
利
二
年
以
前
は
武
訟
と
逝
い
た
。
路
市
仲
叫
明
日

続
流
正
六
年
六
且
」1
八
日
の
保
に
、『
大

m
x次
郎
被

綜
到
州
武
松
村
之
節
、
依
岩
室
契
約
也
。
抑
制
約
之
同

披
尚
之
。
』
と
も
見
え
る
。

hmケ
マ
ッ
ハ
ヤ
ト
オ
ボ
エ
ガ
キ
竹
松
隼
人
間
町品川
u

一
加
。
邸
機
勅
怨
物
加
の
放
諮
で
、
館
入
は
糊
担
の

家
子
で
あ
る
と

い
ふ。

タ
ケ
ム
ラ
イ
ツ
セ
ン
竹
村
一
川

金
怖
の
例
入
。

名
は
近
定
。

十
丈
附
四
代
を
鱗
附
し
た
。
も
と
滞
の

足
額
で
、
後
に
染
物
の
上
絵
を
梁
と
し
た
。
明
治
三

十
九
年
九
月
官
二
日
八
十
践
を
以
て
授
。

生
ケ
ム
ラ
ク
ロ
ダ
ユ
ウ
武
村
九
郎
太
夫

馬
術

の
建
人
で
あ
っ
た
。
賀
永
五
年
初
め
て
二
百
石
を
典

へ
ら
れ
、
正
徳
四
年
百
石
を
加
へ
、
元
文
四
年
六
十

一
肢
を
以
て
授
。
そ
の
支
系
は
五
代
侃
九
郎
氏
一

、

百
二
十
石
を
似
し
、
天
保
二
年
十
且
二
日
間
作
断
絶

し
た
。

h
F
ケ
ム
ラ
サ
プ
ロ
ベ
Z

竹
村
三
郎
兵
衛

初

白

多
富
。
天
明
八
年
怒
矢
獄
太
夫
政
務
の
後
を
受
け
、

株
迭
に
百
五
十
右
に
京
台
、
間
引
校
日
間
同

・
町
同
心
に

h
F
ケ
マ
チ
竹
町

訴
。

な
り
、
十
九
年
坊
主
顕
に
任
じ
て
新
知
七
十
一
台
を
賜

は
り
、箆
延
元
年
授
。

子
孫
相
醐嗣
い
で
滞
に
仕

へ
る
。

-Z
ケ
ベ
ワ
へ
エ
武
部
利
兵
衛
初
め
利
左
術
門
。

元
政
十
ご
年
御
歩
と
な
り
、
草
保
一
苅
年
新
知
百
石
を

受
け
、
御
歩
小
顕
に
任
じ
、
十
六
年
三
」』司
布
を
加
へ

、

組
外
に
列
し
て
耐
悶
御
前
附
御
用
人
肌
と
な
り
、
貧

困
円
六
年
七
十
六
践
を
以
て
夜
。
探
右
門
邦
政
の
同
家

断
絶
し
た
。

タ
ケ
マ
h
F

竹
又

w
m
o
 

河
北
郡
五
ケ
正
に
印
刷
す
る
部

鹿
島
郡
矢
印
郷
に
開
削
す
る
部

タ
ケ
ヤ
マ
チ
プ
ザ
エ
モ
ン
武
山
治
部
左
衛
門

初
め
抑
左
衛
門
。
御
限
配
か
ら
同
小
市川
に
泌
ん
で
T
H

石
を
街
L
、
天
明
五
年
三
十
人
同
と
な
0
、
W
M
政
三

年
組
外
に
班
し
た
。
子
路
樹
欄
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

h
F
ケ
ヤ
マ
ト
ヨ
ゾ
ウ
武
山
盟
綴

J
ト
ミ
ヲ
カ

ト
ヨ
グ
ウ
ロ
問
問
問問。

隠
任

L
、
文
化
七
年
夜

L
た。

h
F
ケ
ム
ラ
ヤ
キ
チ
武
村
禰
吉
元
副
揃
吉
山
次

は
近
江
架
太
制
辻
村
の
人
o
w
H
永
巾
金
問
に
移
。
、

鉛
物
附
の
栄
を
附
き
、
天
和
三
年
閉
山
し
た
。
二
代
弧

古
口
貞
短
は
初
名
市
三
郎
、
一止
徳
一
地
年
授
。
三
代
阻
ま
口

氏
平
は
初
名
粥
吉
郎
、
元
文
五
年
裂
。
四
代
制
加
古
家

越
は
初
名
古
口
三
郎
、
賀川川
九
年
間
目
。

百
年
間
閣
官
氏
家

は
初
名
宗
育
、
安
永
二
年
間
問
。
六
代
町
加
古
田
'HH

興
は
初

名
指
滅
、
文
化
八
年
間
明
。

七
代
田
洞
古
家
次
は
初
名
佐

一
郎
、
文
化
十
一
年
間
目
。
八
代
謝
宜同
点
倣
は
ぷ
永
巾

滞
の
火
矢
方
隠
出
町
方
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
船
鉛
遣
の
取

に
常
り
、
殴
邸
三
年
に
残
L
、
子
踊
一
郎
以
放
が
家

を
緩
い
だ
。

h
F
ケ
ヤ
エ
へ
エ
竹
屋
仁
兵
衛

前

川

氏

の
金
抑

入
招
以
来
の
家
柄
町
人
。
川
々
仁
兵
術
と
制
し
た
。

元
組
仁
兵
衛
の
時
天
正
巾
か
ら
m
由
民
ご
年
ま
で
、
米

だ
金
仰
に
則
合
同
削
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
間
労
川
の

民
宅
を
役
印
刷
に
宛
て
、
仁
兵
衡
を
役
人
と
L
.
叉州問

瓜
役
所
そ
も
勤
め
た
。

子
四
開
制
繍
い
で
川
役
人
と
な

。
、
年
間
に
は
滞
侯
に
制
見
し
た
が
、
見
政
問
刷
出
を

得
て
公
一中必
に
禁
倒
せ
ら
れ
、
鈴
に
そ
の
山田仰
を
停

止
せ
ら
れ
た
。

ダ
ケ
ヤ
マ
怠
山

吋
吋
珠
洲
郷
町
民
の
m
w
m

商
方
務
停
に
在
る
師
。
臼
永
元
年

一
段
記
に、
『
徳
保

附
の
向
の
浴
中
へ
石
山
の
出
附
あ
り
。
だ
け
山
と
い

ふ。

上
に
俳
財
天
の
茂
み
あ
り
o
H
A
m
に
物
見
山
と

て
石
山
あ
り
。
』
と
あ
る
。


